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す
る
規
則

　

事
務
委
任
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
七
号
）
の
一
部
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す
る
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に
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三
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で
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取
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一
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動
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扱
業
」
に
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ら
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猫
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。
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。
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次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　
 

（
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
又
は
復
興
事
業
の
建
設
工
事
に
係
る
調
査
、
測
量
又
は
設
計
の
委
託
に
つ

い
て
の
事
務
の
委
任
の
特
例
）

４ 　

東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
又
は
復
興
事
業
の
建
設
工
事
に
係
る

調
査
、
測
量
又
は
設
計
の
委
託
に
つ
い
て
の
第
二
条
の
三
第
二
号
ハ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同

号
ハ
中
「
三
千
万
円
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と
あ
る
の
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千
万
円
（
地
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振
興
事
務
所
長
、
土
木
事
務
所
長
、
港
湾
事
務
所
長
、

下
水
道
事
務
所
長
及
び
土
地
区
画
整
理
事
務
所
長
に
あ
つ
て
は
、
五
千
万
円
）」
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
第
一
項
第
三
十
六
号
の
改
正
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

教
育
委
員
会
等
へ
の
事
務
の
委
任
及
び
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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年
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月
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十
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員
会
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へ
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事
務
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委
任
及
び
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

教
育
委
員
会
等
へ
の
事
務
の
委
任
及
び
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
六
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

（
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
又
は
復
興
事
業
の
工
事
に
つ
い
て
の
専
決
の
特
例
）

３ 　

東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。）
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
又
は
復
興
事
業
の
工
事
に
つ
い
て
の
第
六
条
第
一

項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
号
中
「
三
億
円
」
と
あ
る
の
は
、「
五
億
円
」
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓　

令　

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
四
号

　

事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
六
項
中
「
を
い
う
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
、「
工
事
に
つ
い
て
の
」
の
下
に
「
別
表
第
一
各
部
長
の

項
第
二
十
二
号
、
別
表
第
四
地
方
振
興
事
務
所
の
地
域
事
務
所
長
の
項
第
十
号
及
び
」
を
加
え
、「
同
号
中
「
一
億
五

千
万
円
」
と
あ
る
の
は
、「
三
億
円
」」
を
「
別
表
第
一
各
部
長
の
項
第
二
十
二
号
及
び
別
表
第
四
地
方
振
興
事
務
所
の

地
域
事
務
所
長
の
項
第
十
号
中
「
三
億
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
億
円
」
と
、
別
表
第
九
土
木
事
務
所
の
地
域
事
務
所
長

の
項
第
十
九
号
中
「
一
億
五
千
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
億
円
」」
に
改
め
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

 

（
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
又
は
復
興
事
業
の
建
設
工
事
に
係
る
調
査
、
測
量
又
は
設
計
の
委
託
に
つ

い
て
の
専
決
の
特
例
）

７ 　

東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
又
は
復
興
事
業
の
建
設
工
事
に
係
る
調
査
、
測
量
又
は
設
計
の
委
託
に
つ

い
て
の
別
表
第
三
第
二
号
ロ
⑶
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
号
ロ
⑶
中
「
三
千
万
円
」
と
あ
る
の

は
、「
三
千
万
円
（
地
方
振
興
事
務
所
の
地
域
事
務
所
長
及
び
土
木
事
務
所
の
地
域
事
務
所
長
に
あ
つ
て
は
、
五
千

万
円
）」
と
す
る
。

　

別
表
第
一
経
済
商
工
観
光
部
長
の
雇
用
対
策
課
に
係
る
専
決
事
項
の
項
第
三
号
中
「
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
「
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
ニ
及
び
ホ
を
削
る
。

　

別
表
第
七
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
の
専

決
事
項
の
項
第
三
十
号
中
「
動
物
取
扱
業
」
を
「
第
一
種
動
物
取
扱
業
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
十
六
条
」
の
下
に

「
、
第
二
十
二
条
の
六
、
第
二
十
四
条
の
二
、
第
二
十
四
条
の
三
」
を
加
え
、
同
号
ヌ
中
「
ね
こ
の
引
取
り
」
を
「
猫

の
引
取
り
等
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
一
号
ロ
中
「
ね
こ
」
を
「
猫
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
二
号
イ
中
「
及
び
通
知
」

を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
経
済
商
工
観
光
部
長
の
雇
用
対
策

課
に
係
る
専
決
事
項
の
項
及
び
別
表
第
七
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保

健
所
の
環
境
衛
生
部
長
の
専
決
事
項
の
項
第
三
十
二
号
の
改
正
規
定
は
、平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
五
号

　

議
会
に
係
る
財
務
事
務
の
補
助
執
行
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

議
会
に
係
る
財
務
事
務
の
補
助
執
行
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

議
会
に
係
る
財
務
事
務
の
補
助
執
行
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
六
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
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う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「（
施
行
期
日
）」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

（
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
又
は
復
興
事
業
の
工
事
に
つ
い
て
の
専
決
の
特
例
）

２ 　

東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。）
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
又
は
復
興
事
業
の
工
事
に
つ
い
て
の
第
四
条
第
一

項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
号
中
「
三
億
円
」
と
あ
る
の
は
、「
五
億
円
」
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。　

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
六
号

　

附
属
機
関
の
役
職
に
充
て
る
職
員
の
指
定
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

附
属
機
関
の
役
職
に
充
て
る
職
員
の
指
定
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

附
属
機
関
の
役
職
に
充
て
る
職
員
の
指
定
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五
十
九
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
宮
城
県
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
検
討
・
評
価
委
員
会
の
項
中
「
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
企
画
管
理
部
長
」

を
「
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
環
境
資
源
部
長
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
三
号

　

県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
五
十
九
号
）
第
四
条
第
二
十
八
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
硯
上
山
万
石
浦
県
立
自
然
公
園
の
特
別
地
域
内
の
行
為
の
許
可
基
準
の
特
例
を
適
用
す
る
地
域
及
び
基
準
の
特
例

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　

な
お
、
地
域
を
表
示
し
た
図
面
は
、
宮
城
県
庁
（
環
境
生
活
部
自
然
保
護
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

桃
浦
地
区　

（
石
巻
市
桃
浦
の
一
部
の
地
域
）

　

 　

当
該
地
区
に
お
い
て
行
わ
れ
る
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）
第
四
条
第
四
項
本

文
及
び
第
九
項
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
段
に
掲
げ
る
字
句

は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

 　

な
お
、
当
該
地
区
に
お
い
て
は
、
規
則
第
四
条
第
四
項
第
七
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
、
同
条
第
九
項
第
四
号
及

び
第
五
号
並
び
に
同
条
第
二
十
二
項
第
二
号
及
び
第
二
号
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

規　
　
　
　
　

則

読　

替　

え　

前

読　

替　

え　

後

第
四
条
第
四
項
第
二
号

二
階
建

三
階
建

十
メ
ー
ト
ル

十
三
メ
ー
ト
ル

第
四
条
第
四
項
第
四
号

千
平
方
メ
ー
ト
ル

百
九
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

第
四
条
第
四
項
第
六
号
の
表
中

「
第
二
種
特
別
地
域
」
の
中
欄

二
十
パ
ー
セ
ン
ト

六
十
パ
ー
セ
ン
ト

第
四
条
第
四
項
第
六
号
の
表
中

「
第
二
種
特
別
地
域
」
の
下
欄

四
十
パ
ー
セ
ン
ト

二
百
パ
ー
セ
ン
ト

第
四
条
第
九
項
第
三
号

千
平
方
メ
ー
ト
ル

百
九
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

第
四
条
第
九
項
第
七
号
ロ

千
平
方
メ
ー
ト
ル

百
九
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
四
号

　

平
成
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
漁
業
共
済
に
係
る
加
入
区
の
設
定
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
の
表
中

「
気
仙
沼
市
区
域

（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

の
唐
桑
支
所
の
地
区
）

１
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
船
び
き
網
又
は
す
く
い
網
を
使

用
し
て
い
さ
だ
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

２
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
敷
網
を
使
用
し
て
小
女
子
を
と

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

３
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
釣
り
に
よ
っ
て
い
か
を
と
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
漁
業

を

４
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
行
う
漁
業
で
あ
っ
て
，
１
か
ら

３
に
掲
げ
る
漁
業
並
び
に
棒
受
網
を
使
用
し
て
さ
ん
ま
を
と
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
漁
業
以
外
の
漁
業

宮　　城　　県　　公　　報



第2486号　平成25年８月30日　金曜日 （4）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
五
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登
録

を
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

５
 ．
小
型
定
置
漁
業

６
 ．
大
型
定
置
漁
業

」

「
気
仙
沼
市
区
域

（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

の
唐
桑
支
所
の
地
区
）

１
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
船
び
き
網
又
は
す
く
い
網
を
使

用
し
て
い
さ
だ
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

２
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
敷
網
を
使
用
し
て
小
女
子
を
と

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

３
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
釣
り
に
よ
っ
て
い
か
を
と
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
漁
業

４
．
総
ト
ン
数
10ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
刺
し
網
を
使
用
し
て
行
う
漁
業

に

５
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
行
う
漁
業
で
あ
っ
て
，
１
か
ら

４
に
掲
げ
る
漁
業
並
び
に
棒
受
網
を
使
用
し
て
さ
ん
ま
を
と
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
漁
業
以
外
の
漁
業

６
 ．
小
型
定
置
漁
業

７
 ．
大
型
定
置
漁
業

」

改
め
、

「
南
三
陸
町
区
域

（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

の
志
津
川
支
所
の
地
区
）

１
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
船
び
き
網
又
は
す
く
い
網
を
使

用
し
て
い
さ
だ
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

２
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
敷
網
を
使
用
し
て
小
女
子
を
と

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

３
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
釣
り
に
よ
っ
て
い
か
を
と
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
漁
業

登
録
年
月
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

保
証
成
分
量
（
％
）

そ
の
他
の
規
格

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

生
産
業
者
の
住
所

有
効
期
限

窒
素
全
量
り
ん
酸
全
量

加
里
全
量
ア
ル
カ
リ
分

平
成
二
十
五
年

八
月
二
日

第
五
七
八
号

加
工
家
き
ん
ふ
ん

肥
料

レ
ア
・
ゴ
ー
ル
ド

　

１

二
・
五

二
・
五

一
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

イ
セ
フ
ァ
ー
ム
東
北

株
式
会
社

宮
城
県
加
美
郡
色
麻
町
黒
沢

字
切
付
七－

十

平
成
三
十
一
年

八
月
一
日

平
成
二
十
五
年

八
月
二
日

第
五
七
九
号

加
工
家
き
ん
ふ
ん

肥
料

レ
ア
・
ゴ
ー
ル
ド

　

２

三
・
四

八
・
〇

五
・
二

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

イ
セ
フ
ァ
ー
ム
東
北

株
式
会
社

宮
城
県
加
美
郡
色
麻
町
黒
沢

字
切
付
七－

十

平
成
三
十
一
年

八
月
一
日

４
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
行
う
漁
業
で
あ
っ
て
，
１
か
ら

３
に
掲
げ
る
漁
業
並
び
に
棒
受
網
を
使
用
し
て
さ
ん
ま
を
を
と
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
漁
業
以
外
の
漁
業

を

５
 ．
小
型
定
置
漁
業

６
 ．
大
型
定
置
漁
業

」

「
南
三
陸
町
区
域

（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

の
志
津
川
支
所
の
地
区
）

１
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
船
び
き
網
又
は
す
く
い
網
を
使

用
し
て
い
さ
だ
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

２
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
敷
網
を
使
用
し
て
小
女
子
を
と

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

３
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
釣
り
に
よ
っ
て
い
か
を
と
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
漁
業

４
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
行
う
漁
業
で
あ
っ
て
，
１
か
ら

３
に
掲
げ
る
漁
業
並
び
に
棒
受
網
を
使
用
し
て
さ
ん
ま
を
を
と
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
漁
業
以
外
の
漁
業

に

５
 ．
小
型
定
置
漁
業
（
９
カ
月
未
満
）

６
 ．
小
型
定
置
漁
業
（
９
カ
月
以
上
）

７
 ．
大
型
定
置
漁
業

」

改
め
る
。

宮　　城　　県　　公　　報



（5）　平成25年８月30日　金曜日 第2486号

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
七
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
定
置
漁
業
権
、
区
画
漁
業
権
及
び
共

同
漁
業
権
を
別
冊
の
と
お
り
免
許
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
八
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
遊
漁
規
則
を
別
冊
の

と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
九
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
六
条
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

建
築
物
の
構

造
の
規
制
に

必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事

項

縦
覧
場
所

水
切
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
小
向
原
（
次
の
図

の
と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
北
部
土
木
事

務
所

扇
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
小
向
原
（
次
の
図

の
と
お
り
）

石
カ
ブ
ト
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
小
向
原
（
次
の
図

の
と
お
り
）

鬼
首
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
小
向
原
（
次
の
図

の
と
お
り
）

上
ノ
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
大
清
水
（
次
の
図

の
と
お
り
）

三
郎
石
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
高
剥
（
次
の
図
の

と
お
り
）

神
明
上
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
神
明
上
（
次
の
図

の
と
お
り
）

湯
の
上
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
湯
野
上
、
同
市
鳴

子
温
泉
鬼
首
字
神
明
上（
次
の
図
の
と
お
り
）

湯
の
上
沢
２

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
湯
野
上
（
次
の
図

の
と
お
り
）

宮
沢
４

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
宮
沢
、
同
市
鳴
子

温
泉
鬼
首
字
曲
り
畑
（
次
の
図
の
と
お
り
）

宮
沢
３

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
宮
沢
、
同
市
鳴
子

温
泉
鬼
首
字
曲
り
畑
（
次
の
図
の
と
お
り
）

宮
沢
２

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
宮
沢
、
同
市
鳴
子

温
泉
鬼
首
字
曲
り
畑
（
次
の
図
の
と
お
り
）

宮
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
宮
沢
、
同
市
鳴
子

温
泉
鬼
首
字
曲
り
畑
（
次
の
図
の
と
お
り
）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
六
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
肥
料
の
登
録
は
、
失
効
し

た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

失
効
年
月
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

保
証
成
分
量
（
％
）

そ
の
他
の
規
格

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

生
産
業
者
の
住
所

窒
素
全
量
り
ん
酸
全
量

加
里
全
量
ア
ル
カ
リ
分

平
成
二
十
五
年

七
月
六
日

第
五
七
二
号

副
産
動
物
質
肥
料

副
産
動
物
Ｆ
１
５

一
五
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

福
栄
肥
料
株
式
会
社

兵
庫
県
尼
崎
市
昭
和
南
通
三
丁
目
二
十
六
番
地

宮　　城　　県　　公　　報



第2486号　平成25年８月30日　金曜日 （6）

か
ん
け
つ
泉

沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
本
宮
原
（
次
の
図

の
と
お
り
）

吹
上
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
吹
上
、
同
市
鳴
子

温
泉
鬼
首
字
本
宮
原
（
次
の
図
の
と
お
り
）

吹
上
沢
２

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
吹
上
（
次
の
図
の

と
お
り
）

片
山
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
荒
雄
岳
（
次
の
図

の
と
お
り
）

轟

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
轟
、
同
市
鳴
子
温

泉
鬼
首
字
本
宮
原
（
次
の
図
の
と
お
り
）

神
明
上

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
神
明
上
、
同
市
鳴

子
温
泉
鬼
首
字
湯
野
上（
次
の
図
の
と
お
り
）

神
明
上

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
湯
野
上
、
同
市
鳴

子
温
泉
鬼
首
字
遠
橋
（
次
の
図
の
と
お
り
）

宮
沢
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
宮
沢
、
同
市
鳴
子

温
泉
鬼
首
字
曲
り
畑
（
次
の
図
の
と
お
り
）

宮
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
宮
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

宮
沢
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
宮
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

峠

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
峠
（
次
の
図
の
と

お
り
）

峠

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
峠
（
次
の
図
の
と

お
り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

縦　

覧　

場　

所

峠
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
峠
（
次
の
図
の
と

お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
北
部
土
木
事
務
所

牛
谷
沢

土
石
流

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
牛
谷
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

百
目
木

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
百
目
木
（
次
の
図

の
と
お
り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
一
号

　

石
巻
市
か
ら
石
巻
広
域
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　

１　

種
類　

石
巻
広
域
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業

　

２　

名
称　

石
巻
市
中
央
一
丁
目
地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

落
札
に
係
る
建
設
工
事
の
名
称　

北
上
運
河
河
川
災
害
復
旧
工
事
（
そ
の
二
）　

（
平
成
二
十
五
年
度
県
債
三
一

一
地
震
災
五
〇
二
五－

〇
〇
二
号
）

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

出
納
局
契
約
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目

八
番
一
号

三 　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

奥
村
・
若
築
・
田
中
建
設
工
事
共
同
企
業
体　

代
表
者　

株

式
会
社　

奥
村
組　

東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
二
番
二
十
五
号

五 　

落
札
金
額　

四
十
五
億
五
千
四
百
万
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
除
く
。）

六 　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札
（
総
合
評
価
落
札
方
式
（
標
準
型
（
施
工
計
画
型
）））

七 　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
五
年
五
月
七
日

宮　　城　　県　　公　　報



（7）　平成25年８月30日　金曜日 第2486号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

落
札
に
係
る
建
設
工
事
の
名
称　

宮
城
県
地
域
衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
更
新
工
事
（
平
成
二
十
五
年
度
危
債
一

－

〇
〇
一
号
）

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

出
納
局
契
約
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目

八
番
一
号

三 　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社　

東
芝　

東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
二
丁

目
一
番
二
十
九
号

五 　

落
札
金
額　

二
十
四
億
七
千
万
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
除
く
。）

六 　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札
（
総
合
評
価
落
札
方
式
（
標
準
型
（
施
工
計
画
型
）））

七 　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
五
年
六
月
十
八
日

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
 6 号

　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
25年
８
月
30日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
猪
俣
　
好
正
　
　

　
　
　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
（
平
成
13年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
様
式
第
28号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
28号

（
第
28条
関
係
）

運
転
免
許
の
条
件
　
解
　
除
　
申
請
書

　
　
　
　
　
　
　
　
変
　
更
　
　
　
　

　
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
殿

申
請
日

年
　
　
月
　
　
日

資
料
区
分
条
　
変

５
　
８

フ
リ
ガ
ナ
（
シ
）

（
メ
イ
）

電話

　
携
帯
・
自
宅
・
そ
の
他

（
　
　
　
）
　
　
　
　
　
－

氏
名
（
氏
）

（
名
）

生
年
月
日

大
正
・
昭
和
・
平
成

年
月

日
性
　
別

男
　
・
　
女

本
籍
・
国
籍
等

住
所
宮
城
県

交
付
－
番
号

年
月

日
－

年
月

日
　
ま
で
有
効

免
許
証
番
号

免
許
の
種
類

登
録
年
月
日

年
月

日

処
理
区
分

条
件
コ
ー
ド

大　型

中　型

普　通

大　特

大自二

普自二

小　特

原　付

け　引

大型二

中型二

普通二

大特二

け引二

現
に
受
け
て
い

る
免
許
の
条
件

変
更
後
の

免
許
条
件

　
※
現
に
受
け
て
い
る
免
許
の
条
件
は
、
免
許
証
の
と
お
り
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

宮　　城　　県　　公　　報



第2486号　平成25年８月30日　金曜日 （8）
　
様
式
第
30号
の
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
30号
の
 3 （
第
33条
の
２
関
係
）

Ｂ
９
－
Ａ
１

（
転
入
）

Ｂ
９
－
３
６

（
再
交
付
）

　
　
　
運
転
経
歴
証
明
書
再
交
付
申
請
書

　
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
殿
 

（
兼
　
記
載
事
項
変
更
届
）

経
歴
証
明
書
番
号

登
録
年
月
日

年
　
　
月
　
　
日
登
録
番
号

再
交
付

理
由

亡失
盗難
滅失
汚損
破損
旧
証
明
書

切
替
え
経
歴
修
正
※
経
歴
修
正

　
内
　
　
容

０
　
修
正
な
し

１
「
１
→
２
」、「
２
→
３
」、「
３
→
１
」

１
１
２
３
４

５
９

２
「
１
→
３
」、「
２
→
１
」、「
３
→
２
」

交
付

公
安
委
員
会
宮
城
・（
 

）
交
付
年
月
日

照
会
番
号

　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
－

申
請

日
年
　
　
　
月
　
　
　
日
電
話
番
号

自
宅
・
勤
務
先
・
他

（
　
　
　
　
）
　
　
　
－

記
載
事
項
変
更
の

有
　
　
無

□
　
変
更
（
訂
正
）
な
し
　
　
□
　
変
更
あ
り

変
更（
訂
正
）

す
る
項
目

□
氏
名
　
　
□
住
所

フ
リ
ガ
ナ

氏
　
　
名

（
氏
）

（
名
）

生
年
月
日

明
治
　
大
正
　
昭
和
　
平
成

年
　
　
月
　
　
日
性
　
別

男
　
・
　
女

住
　
　
所

フ
リ
ガ
ナ

受領印
新
　
氏
　
名

（
氏
）

（
名
）

新
　
住
　
所

宮
城
県
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（9）　平成25年８月30日　金曜日 第2486号

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
三
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
定
置
漁
業
の
保
護
区
域

に
関
し
て
次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十
日

 

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

会　

長　
　

畠　
　

山　
　

喜　
　

勝　
　
　

一　

保
護
区
域

公
示
番
号

漁
場
の
位
置

保

護

区

域

前

面

沖

合

後

面

定
第
一
号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
泥
這

地
先

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
泥
這

地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
松
島

地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
四
号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
松
島

地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
五
号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
大
槻

島
地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
六
号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
大
槻

島
地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
七
号

気
仙
沼
市
唐
桑
町
津
本

地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
八
号

気
仙
沼
市
大
島
唐
島
地

先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
二
号

気
仙
沼
市
本
吉
町
日
門

地
先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
三
号

南
三
陸
町
歌
津
田
ノ
浦

地
先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
四
号

南
三
陸
町
歌
津
泊
地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
五
号

南
三
陸
町
歌
津
唐
島
地

先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
六
号

南
三
陸
町
志
津
川
野
島

地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
平
成
25年
９
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
118号

　
道
路
交
通
法
（
昭
和
35年
法
律
第
105号

）
第
102条

第
８
項
及
び
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
35年
総
理
府
令
第

60号
）
第
29条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
臨
時
適
性
検
査
医
師
を
次
の
と
お
り
指
定
し
、
平
成
25年
９
月
１
日
か

ら
施
行
す
る
。

　
な
お
、
こ
の
告
示
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
14年
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
47号
は
、
廃
止
す
る
。

　
　
平
成
25年
８
月
30日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
猪
俣
　
好
正
　
　

病
　
　
気
　
　
等

住
　
　
　
　
　
所

氏
　
　
名

統
合
失
調
症
・
そ
う
う
つ
病
・
そ
の
他
精

神
障
害
・
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
中
毒
者

仙
台
市
宮
城
野
区
小
田
原
二
丁
目
２
－
40

安
　
田
　
恒
　
人

て
ん
か
ん

仙
台
市
泉
区
八
乙
女
二
丁
目
12－
２

高
　
橋
　
剛
　
夫

再
発
性
の
失
神
・
無
自
覚
性
の
低
血
糖

症
・
認
知
症

仙
台
市
泉
区
七
北
田
字
大
沢
小
松
50

道
　
又
　
勇
　
一

重
度
の
眠
気
の
症
状
を
呈
す
る
睡
眠
障

害
・
脳
卒
中

仙
台
市
宮
城
野
区
大
梶
15－
27

櫻
　
井
　
芳
　
明

身
体
の
障
害
（
視
覚
障
害
）

仙
台
市
青
葉
区
八
幡
二
丁
目
１
－
23

小
　
田
　
泰
　
子

身
体
の
障
害
（
聴
覚
障
害
）

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
三
丁
目
６
－
１

堀
　
　
　
克
　
孝

身
体
の
障
害
（
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
・
そ
の
他
の
神
経
系
の
病

気
）

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
西
桧
木
60

本
　
郷
　
道
　
夫

身
体
の
障
害
（
そ
の
他
）

仙
台
市
青
葉
区
八
幡
三
丁
目
４
－
13

嘉
　
数
　
研
　
二

認
知
症

石
巻
市
山
下
町
二
丁
目
５
－
７

門
　
間
　
好
　
道

認
知
症

大
崎
市
古
川
西
館
三
丁
目
６
－
60

菅
　
野
　
　
　
庸

認
知
症

白
石
市
大
鷹
沢
三
沢
字
中
山
74－
10

本
　
多
　
三
　
學
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定
第
十
七
号

南
三
陸
町
戸
倉
椿
島
地

先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
八
号

南
三
陸
町
戸
倉
ウ
ソ
島

地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
十
九
号

南
三
陸
町
戸
倉
津
根
地

先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
号

石
巻
市
雄
勝
町
名
振
八

景
島
地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
一
号

石
巻
市
雄
勝
町
名
振
ハ

テ
島
地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
二
号

牡
鹿
郡
女
川
町
竹
浦
中

ノ
島
地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
四
号

牡
鹿
郡
女
川
町
桐
ヶ
崎

鈴
の
崎
地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
五
号

牡
鹿
郡
女
川
町
横
浦
ビ

ン
ズ
ル
地
先

    
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
六
号

牡
鹿
郡
女
川
町
出
島
別

当
浜
地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
七
号

牡
鹿
郡
女
川
町
江
島
恋

島
地
先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
八
号

牡
鹿
郡
女
川
町
江
島
地

先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
二
十
九
号

石
巻
市
金
華
山
仁
王
地

先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
十
号

石
巻
市
金
華
山
砂
浜
地

先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
十
一
号

石
巻
市
金
華
山
垂
水
地

先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
十
二
号

石
巻
市
金
華
山
鍬
形
地

先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
十
三
号

石
巻
市
金
華
山
亀
島
地

先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
十
四
号

石
巻
市
金
華
山
白
小
浜

地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
十
五
号

石
巻
市
金
華
山
内
高
石

地
先

    

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
十
六
号

石
巻
市
長
渡
浜
地
先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
十
七
号

石
巻
市
網
地
浜
栗
ケ
崎

地
先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
十
八
号

石
巻
市
田
代
浜
松
石
地

先

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

定
第
三
十
九
号

石
巻
市
田
代
浜
竜
神
崎

地
先
（
三
石
）

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二　

禁
止
行
為

　

 　

一
に
掲
げ
る
定
置
網
の
保
護
区
域
内
で
は
、
当
該
漁
業
に
著
し
く
支
障
を
及
ぼ
す
漁
業
・
遊
漁
（
水
産
動
植
物
を

採
捕
す
る
行
為
を
い
う
。）
を
行
い
、
又
は
当
該
漁
業
の
魚
道
を
遮
断
し
、
若
し
く
は
魚
群
を
散
逸
さ
せ
る
行
為
を

行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

三　

指
示
の
有
効
期
間

　

 　

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
四
七
四
号
（
平
成
二
十
五
年
七
月
十
六
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

一一

段上下

行一
七九

正

（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

第
五
十
一
条
第
二
号

　
　
　
　
　
　
　

誤

（
昭
和
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

第
五
十
一
条
第
二
項
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